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2022年8月 7日
ねん がつなの か

年間第19主日
ねんかんだい しゅじつ

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

ルカ福音は、主人の帰りを待つ間、常に目覚めて準備している僕の話を記します。「あ
ふくいん しゅじん かえ ま あいだ つね め ざ じゅん び ぼく はなし しる

なた方も用意していなさい。人の子は思いがけないときに来るからである」
がた よう い ひと こ おも く

この朗読箇所の直前には、「自分の持ち物を売り払って施しなさい。すり切れることの
ろうどく か しょ ちょくぜん じ ぶん も もの う はら ほどこ き

ない財布を作り、尽きることのない富を天に積みなさい」と記されています。すなわち
さい ふ つく つ とみ てん つ しる

イエスが求めているのは、その再臨の時まで、わたしたちがどのように生きるのかであ
もと さいりん とき い

って、常に用意をするとは、単に準備を整えて控えていることではなくて、積極的に
つね よう い たん じゅん び ととの ひか せっきょくてき

行動することを意味しています。
こうどう い み

わたしたちは、天に富を積むために、神の意志をこの世界で実現する行動を積極的に取
てん とみ つ かみ い し せ かい じつげん こうどう せっきょくてき と

らなくてはなりません。神のいつくしみを具体化したのはイエスご自身ですが、そのイ
かみ ぐ たい か じ しん

エスに従う者として、イエスの言葉と行いに倣うのであれば、当然わたしたちの言葉
したが もの こと ば おこな なら とうぜん こと ば

と行いも、神のいつくしみを具体化したものになるはずです。
おこな かみ ぐ たい か

神の望まれている世界の実現は、すなわち神の定めた秩序の具体化に他なりません。教皇
かみ のぞ せ かい じつげん かみ さだ ちつじょ ぐ たい か ほか きょうこう

ヨハネ二十三世は、「地上の平和」の冒頭に、こう記しています。
に じゅうさんせい ち じょう へい わ ぼうとう しる

「すべての時代にわたり人々が絶え間なく切望してきた地上の平和は、神の定めた秩序
じ だい ひとびと た ま せつぼう ち じょう へい わ かみ さだ ちつじょ

が全面的に尊重されなければ、達成されることも保障されることもありません」(「ヨ
ぜんめんてき そんちょう たっせい ほ しょう

ハネ23世地上の平和1)
せい ち じょう へい わ

わたしたちは、神の秩序が確立されるために、常に尽くしていきたいと思います。
かみ ちつじょ かくりつ つね つ おも

日本の教会は、教皇ヨハネ・パウロ二世の平和への願いに触発されて、日本訪問の翌年
に ほん きょうかい きょうこう に せい へい わ ねが しょくはつ に ほんほうもん よくねん

から、8月 6日の広島の日に始まり、 9 日の⻑崎の日、そして15日の終戦の日にいた
がつむい か ひろしま ひ はじ ここの か ながさき ひ にち しゅうせん ひ

る10日間を「平和旬間」と定めて、亡くなられた方々の永遠の安息を祈り、戦争の記憶
と お かかん へい わ じゅんかん さだ な かたがた えいえん あんそく いの せんそう き おく
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を伝え、平和のために祈る時としてきました。
つた へい わ いの とき

わたしたちが語る平和は、単に戦争や紛争がない状態なのではなく、神が望まれる世界
かた へい わ たん せんそう ふんそう じょうたい かみ のぞ せ かい

が実現すること、すなわち神の秩序が支配する世界の実現です。わたしたちは日々、主
じつげん かみ ちつじょ し はい せ かい じつげん ひ び しゅ

の祈りにおいて、「御国が来ますように」と祈りますが、それこそは神の平和の実現への
いの み くに き いの かみ へい わ じつげん

希求の祈りです。求めて祈るだけではなく、わたしたちがそのために働かなくてはな
き きゅう いの もと いの はたら

りません。その意味で福音宣教は平和の実現でもあります。
い み ふくいんせんきょう へい わ じつげん

教皇ヨハネ・パウロ二世は、1981年に広島の地から世界に向けてこう語りかけました。
きょうこう に せい ねん ひろしま ち せ かい む かた

「戦争は人間のしわざです。戦争は人間の生命の破壊です。戦争は死です。この広島の町、
せんそう にんげん せんそう にんげん せいめい は かい せんそう し ひろしま まち

この平和記念堂ほど強烈に、この真理を世界に訴えている場所はほかにありません」
へい わ き ねんどう きょうれつ しん り せ かい うった ば しょ

その上で、「過去をふり返ることは将来に対する責任を担うことです」と指摘されまし
うえ か こ かえ しょうらい たい せきにん にな し てき

たが、今年、国際社会は過去の悲惨な経験を忘れ去り、連帯の必要性をかなぐり捨て、将来
こ とし こくさいしゃかい か こ ひ さん けいけん わす さ れんたい ひつようせい す しょうらい

への責任を放棄するかのように、暴力的な大国の行動に翻弄されています。
せきにん ほう き ぼうりょくてき たいこく こうどう ほんろう

戦争によって暴力的にいのちを奪われる多くの方の存在を目の当たりにし、起こってい
せんそう ぼうりょくてき うば おお かた そんざい ま あ お

る出来事の理不尽さに心が打ちのめされるとき、わき上がる恐怖と怒りは、思いやり
で き ごと り ふ じん こころ う あ きょう ふ いか おも

や支え合いを、感情の背後に追いやってしまいます。今世界は、暴力によって平和を獲得
ささ あ かんじょう はい ご お いま せ かい ぼうりょく へい わ かくとく

することを肯定する感情に流されています。しかしそれは、真の平和を踏みにじること
こうてい かんじょう なが しん へい わ ふ

にしかなりえません

常に目を覚まして、神の秩序の確立のために、平和の確立のために、働き続けましょう。
つね め さ かみ ちつじょ かくりつ へい わ かくりつ はたら つづ


